Promoting Children's enjoyment of song at a visceral level by 長井, 春海 & Nagai, Harumi
子どもの歌のうたい方について　
―幼児教育者養成校における保育内容の実践研究―
Promoting Children's enjoyment of song 
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①イメージ
　このうたは自然に身体の振りが沸き起こるう
　たである。歌いながら太鼓本体になったり、
　太鼓の打ち手になったり役割が入れ替わる。
　ものの大きさを明確に声で表現する。
②音の高低
　音の高低を識別できることは音楽の基礎能力
　につながる。大きい太鼓の“ドーンドーン”
　は低音で表され、小さい太鼓の擬態語“トン
　トントン”は高音となっている。音の高低の
　意識化にもつながる。
②ことばを遊ぶ
　反対ことばであそぶ。ことばと身体を意識す
　る。
　自然体では“おおきなたいこドーンドーン”
　と歌いながら大きい身振り、“ちいさなたい
　こトントントン”と小さい動作となるが、を
　おこない、　“おおきなたいこドーンドーン”
　と歌いながら小さい動作、“ちいさなたいこ
　トントントン”と歌いながらで大きい振りを
　する。この歌はいろいろな遊び方を楽しめる。
　具体的なうたい方をポピュラーな子どもの歌
3曲で示したが、それらの方法はこどもの感性
にはたらきかけるためには重要な要素となるで
あろう。最初は意識して歌い、幼児の前では自
然に無意識で表現できるよう研鎭を積む必要が
あろう。
5　おわりに
　音楽表現活動の授業では幼児に適切な援助が
出来る力、幼児自身が楽しむ事が出来る力をも
つ保育者を育てることを目標にし、将来保育者
になる学生自身が心から歌うことを楽しめる授
業方法を模索してきた。
　学生とともに「子どものうた」に係わってい
て気づかされたことの一つに、声楽を学ぶため
の、いわゆる発声訓練等の既成の指導方法から
離れることであった。学生が心から楽しんで声
を出し、身体の中から発する声は生き生きとし
て生命力にあふれていた。その声は歌い続ける
打ちに張りのあるきれいな声となり、音程の正
しい声に変化していった。
　子どもが歌を歌うことについて渋谷伝氏は
「歌を上手に表現して人に聴かせたりほめても
らったり、また、歌の美しさにしびれる（浮か
れる、良い気持ちになる）ことでなさそうであ
る。要するに、好きな歌をおぼえることやおぼ
えてよく知っている歌にあわせてからだをゆさ
ぶったりする」｛注ユ5）のが楽しいのではないかと
述べている。学生の楽しみ方も共通の現象が見
られる。嬉々として音楽表現する姿から、子ど
もとともに育つ保育者、感動を共感できる心の
通った保育者育っていくことが予想できる。
　これからも学生自身の「やる気」を促す指導
方法を模索して行きたい。
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